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第 6 章では，第 3 章，第 4 章で示した数理モデルとモデルパラメータとを用いて，フィールド土壌の将来の酸性化
予測を行い，予測結果を土壌の pH 値，塩基飽和度，土壌水中の陽イオン濃度などいくつの側面から考察し，本研究でと
りあげたフィールドでは深さ 10 cm 以下の土壌は将来にわたって酸性化しない可能性が高いという結論を得ている。
第 7 章は，各章の内容をまとめて本論文で得られた成果を要約し，今後の課題について述べている。
論文審査の結果の要旨
酸性降下物による土壌酸性化の予測は，いわゆる酸性雨の生態影響問題の中心的課題の一つであり，欧米では盛ん
に研究されているが，日本の自然環境に適合した予測モデルやその適用例に関する報告は，これまでほとんどなされ
ていない。
本論文は，このような状況のもとに，日本における酸性降下物による森林土壌の酸性化を定量的に予測するための
数理モデ、ルと，それに必要なモデ、ルパラメータの推定手法を開発し，とくに日本では酸性降下物に対する植生樹冠の
役割と土壌の化学的風化の役割が大きい点に着目して，それらを的確に評価し得る，特色ある予測手法を新たに提案
しており，その成果の主要な点は以下の通りである。
(1) 欧米における既往の土壌・陸水酸性化予測モデルを，日本の自然条件への適合性の観点から検討し，新たな予
測手法の枠組みを提案している。
(2) 樹冠への乾性沈着物質の土壌への負荷を正しく評価するために，林内雨観測結果から沈着量を推定するための
重回帰モデルを開発し，フィールドへの適用例によってその妥当性を明かにしている。
(3) 土壌鉱物の化学的風化速度の推定法を提案し，室内実験と大気中，降水中の微量物質濃度の過去からの変化の
推定結果を組み合わせることで，妥当な推定値が得られることを示している。
(4) 予測モデルの信頼性を高めるために，多くのモデ、ルパラメータをフィールドで測定・推定する手法を考案して，
対象とするフィールドに対するパラメータを決定している。
(5) 実験室での加速実験が可能な陽イオン交換過程について，土壌酸性化加速実験を行い，過程のモデル化の妥当
性と，パラメータ推定結果の妥当性を実験的に明らかにしている。
(6) 土壌の深さ別の酸性化将来予測手法のフィールドへの適用例を示し，その将来動向を論じている。
以上のように本論文は，土壌酸性化予測の数理モデルをパラメータ推定まで含めて日本のフィールドに具体的に適
用した最初の例として，日本の自然条件により適合した新たな予測手法を提案することで，欧米とは異なる自然条件
をもっ地域における酸性降下物の生態影響を考える際のアプローチの例を示しており，環境工学に寄与するところが
大きい。よって，本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
